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編集後記
シンポジウム「都市と憂愁――大正時代の文学と文化」
2019 年 1 月 24 日開催＠東京外国語大学アゴラ・グローバル　プロジェクトスペース
徐載坤 ( 韓国外国語大学 )　「萩原朔太郎と大正モダニズム」
スティーブン・ドッド ( ロンドン大学 SOAS)　「日本の政治運動としてのモダニズム―梶井基次郎の場合」
柴田勝二 ( 東京外国語大学 )　「美と生命の間―谷崎潤一郎の二面性」
なお、徐、ドッド両氏は CAAS ユニット招聘教員として東京外国語大学で以下の活動を行った。
徐載坤
＜教育活動＞　東京外国語大学へ特別招へい教授として以下を担当した（2018 年 4 月 1 日～ 2018 年 7 月 20 日）
 2018 年 春学期  萩原朔太郎と近代日本
 2018 年 夏学期  日本近代現代詩と戦争
＜研究活動＞　特別講演会として以下を開いた
 2018 年 6 月  5 日 戦争詩と愛国詩―戦中から戦後『荒地』まで（総合文化研究所共催）
 2018 年 7 月  9 日 モダニスト朔太郎とセセッション
 2019 年 1月 24 日 萩原朔太郎と大正モダニズム
スティーブン・ドッド
＜教育活動＞　東京外国語大学へ特別招へい教授として以下を担当した（2018 年 10 月 1 日～ 2019 年 1 月 25 日）
 2018 年 秋学期  Writing from the margins: Minority Japanere literature from Meiji to present
＜研究活動＞　特別講演会として以下を開いた
 2019 年 1月17 日  三島由紀夫作品におけるユートピアと暗所という快楽（2018 年度連続講演会）
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